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［八雲町の概要］

人口
市町村合併と同時に行われた平成17年10月1日の国勢調査
では、八雲町の人口は2万133人、世帯数は8,002世帯となっ
ています。

交通
八雲町には、函館市と札幌市を結ぶ国道5号、日本海側の幹
線道路である国道229号、太平洋と日本海を最短距離で結ぶ
国道277号が通り、渡島半島の交通の要衝となっています。平
成18年には道央自動車道の八雲ICが開通しています。鉄路で
はJR函館本線が運行し、北海道新幹線も計画されています。

沿革
平成17年10月1日、渡島管内八雲町と檜山管内熊石町が支
庁を越えて新設合併を行い、新たに「八雲町」が誕生しました。
八雲の地名は、明治14年、旧尾張藩主徳川慶勝が、古事記
にある「八雲立つ 出雲八重垣妻籠みに 八重垣つくるその八
重垣を」との和歌から命名したものです。この合併により日本で
唯一太平洋と日本海を持つまちとなったことから、「二海郡」と
いう新たな郡名が付けられました。

町章
八雲町の「八」と二つの海の「波頭」をモ
チーフに表現し、中央の小円は、太陽を
表し、未来に向かって輝かしい発展をす
る「八雲町」の明るく元気な姿を力強くア
ピールしています。上越市から応募のあっ
た金津博さんの作品を選定しました。

位置

八雲町は、渡島半島の中央を占め、太平洋と日本海の二つの
海に面しています。北は長万部町、今金町、せたな町。南は森
町、厚沢部町、乙部町に接しています。

地勢
八雲町の面積は955.98k㎡。町域を渡島山系が南北に縦断
し、東は遊楽部川、落部川、野田追川、西は相沼内川、見市
川が流れ、流域は肥沃な農耕地となっています。

気候
太平洋側と日本海側で異なり、太平洋側が年平均気温7.9℃、
暖流の影響を受ける日本海側が年平均気温9.1℃となっていま
す。また、降水量は、日本海側が冬に多く、夏に少なくなるのに対
して、太平洋側では夏に多く、冬に少なくなる傾向が見られます。

八雲の自然
A―Ⅰ太平洋

1 内浦湾（噴火湾）

A―Ⅱ日本海
1 日本海

A―Ⅲ山と川
1 八雲の山
2 八雲の川
3 八雲の動植物

A―Ⅳ景観と公園
1 景観
2 公園

A―Ⅴ噴火湾パノラマパーク
1 噴火湾パノラマパーク
2 PFI事業

A―Ⅵ熊石休養村
1 熊石休養村

A―Ⅶ八雲の温泉
1 八雲の温泉
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